
 

  

令和２年度事業報告 

 

Ⅰ 事 業 

 中小企業のニーズに応え各種支援事業を実施するなど、名古屋市と密接に連携し、 

公益財団法人として、産業振興施策を推進した。 

具体的には、先端技術研究開発の支援やプラズマ技術の産業応用支援に努めたほか、 

中小企業経営や創業・新事業等に関する相談・研修事業、中小企業の技術者の養成の 

ための産業人材育成事業、工業技術に関する情報提供事業等を実施した。 

また、指定管理者として、名古屋市中小企業振興会館等を管理運営し、利用率の向 

上に努めた。 

 さらに、新型コロナウイルス感染症による影響を受けている中小企業に対する支援 

として、セーフティネット保証認定業務への専門家等の派遣や、新しい生活様式に対 

応した事業展開や働き方への対応に必要となる設備・機器等の導入支援を行った。 

 

【公益目的事業の実施】 

1 先端技術研究開発推進事業 決算額 49,447 千円 
 

なごやサイエンスパーク内の研究開発センターを地域の研究機関等に提供し、 

産業応用を見据えた先端技術の研究開発を支援した。 

 

 なごやサイエンスパーク研究開発センターの研究団体及び研究テーマ 

・国立研究開発法人理化学研究所 

 「生物制御に基づくロボットの自律制御に関する研究」 

・公益財団法人名古屋産業科学研究所 

「ＳｉＣ単結晶を用いた高精度切削工具の研究開発」 

「触覚センサ付きロボットハンドによる加工食品のハンドリングに関する 

研究開発」 

 

2 プラズマ技術産業応用支援事業 決算額 25,000 千円 
 

「プラズマが拓くものづくり研究会（ＰＬＡＭ）」の会員をはじめ、プラズマ 

技術の産業応用に関心のある企業に対して、可能性トライアルの実施のほか、名 

古屋市工業研究所との連携のもと技術相談やテスト処理・分析を行うとともに、 

地域の研究機関と連携して地域企業の振興に取り組んだ。 

また、最新のプラズマ技術及び産業応用事例をテーマにした講演会の開催、メ 

ーリングリストによる関連団体のプラズマ関連情報の配信等により、プラズマ技 

術全般に関する情報提供を行った。 

 

 



 

  

（１）プラズマに関する技術支援  

ア プラズマ技術に関する技術相談窓口 

名古屋市工業研究所と連携をとりながら、専門的知識・経験を有する職員 

が企業からの技術相談に対応した。 

技術相談         ３４社 １８０件 

イ テスト処理・分析 

企業からの依頼に応じて、プラズマ技術を用いた材料開発や高機能化のた 

めの試作を支援した。 

   機器利用件数       ３社  ９７件  

ウ 可能性トライアルの実施 

中小企業等のプラズマ技術応用に関する研究開発を企業の経費負担によっ 

て行い、技術的課題の解決を図った。 

    可能性トライアル数  ４社   ８件 

（２）ＰＬＡＭの運営 

会員企業                 ３３６社 

講演会開催                    １回 

       参加者                    ６８人 

 

3 共同研究事業 決算額 137,309 千円 
 

中小企業のものづくり基盤技術の高度化を図るため、基盤技術を担う中小企

業、研究機関等の研究開発事業の管理運営を行った。 

 

戦略的基盤技術高度化支援事業（※経済産業省の補助事業） 

・テーマ 「部分的に軟化させたアルミニウム合金板による燃料タンク向け 

       深絞り成形技術の開発」    （平成３０～令和２年度事業） 

・テーマ 「国産木質素材の流動成形による“木材の質感”を備えた高級車 

車内空間部材の量産化研究開発」  （令和元～３年度事業） 

・テーマ 「風力削減に風車を用い、削減過程で発電、その電力により回転 

を自己制御し、風害の発生を防ぐ建材の研究開発」  

（令和元～３年度事業） 

・テーマ 「グラフェン電極を用いた大容量全固体リチウムイオン電池の研

究開発」             （令和２～４年度事業） 

・テーマ  「半導体微細径ワイヤボンドの非破壊瞬時検査方法と自動検査装

置の開発」            （令和２～４年度事業） 

 

 

 



 

  

4 研究開発促進事業 決算額 18,017 千円 
 

（１）産学行政連携支援事業 

ア 研究会の開催 

（ア）医療・福祉・健康分野 

・ヒューマンインターフェイス研究会 

開催 １回 参加者  ３５人 

（イ）ロボット・ＩＣＴ分野 

・名古屋オープンイノベーション研究会（Ｎ－ｏｖａ） 

             開催 ２回 参加者 １１７人 

（ウ）ものづくり技術分野 

・ＣＡＥを活用したものづくり研究会 

                      開催 １回 参加者  ６４人 

・ファインバブル技術産業活用研究会 

             開催 １回 参加者  ８９人 

（設立記念講演会） 

   （エ）デザイン分野 

・ものづくりデザインプラットフォーム 

    講演会      開催 １回 参加者  ５３人 

    ワークショップ  開催 １回 参加者  ３２人 

（オ）先端技術分野 

・革新的技術講演会 

             開催 １回 参加者  ４３人 

 

（２）医療介護機器等高度化支援事業 

・ヘルスケアイノベーション推進会議 

開催 ２回 参加者  ４２人 

・医療機器開発チャレンジワークショップ 

開催 ３回 参加者  ４３人 

・介護機器開発チャレンジワークショップ 

開催 ３回 参加者  ２９人 

・医療介護機器等実証評価 

評価件数  ５社５製品 

 

（３）技術系スタートアップ企業等支援拠点に係る技術支援業務 

   名古屋市工業研究所内に令和２年１１月に開設された、技術系スタートアッ 

プ企業等支援拠点「Ｎａｇｏｙａ Ｍｕｓｕｂｕ Ｔｅｃｈ Ｌａｂ」におい 

て技術支援（技術アクセラレータ）業務を行った。 



 

  

5 新事業創出支援事業 決算額 6,652,817 千円 
 

（１）相談、専門家派遣、創業研修事業等 

   ア 相談事業 

中小企業経営、創業・新事業等を支援するため、中小企業診断士等の資格 

を有するマネージャーが窓口相談や企業訪問によるアドバイス等を行った。 

また、女性向け経営アドバイザーを配置し、女性の創業希望者及び女性経 

営者等の相談に対応した。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業から施策情報に 

関する相談や資金調達をはじめとした経営に関する相談が多く寄せられたこ 

とから、相談件数は例年と比較して大幅に増加した。 

相談企業   １，２５４社・者 

相談等延件数 ２，２５６件 

上記のうち、女性向け経営アドバイザーが行った相談件数等は、 

女性向け経営アドバイザー 

  相談企業      ７３社・者 

  相談件数     １１２件 

小規模企業経営力強化支援事業の相談件数等は（２）に記載。 
  

   イ 専門家派遣事業 

  （ア）専門家派遣（経営改善・創業・新事業） 

経営改善等に取り組む中小企業に対して、中小企業診断士等の専門資格 

を持つ人材を派遣し、現場で実践的な支援を行った。 

        派遣企業        ９６社 

派遣回数       ２６０回 

   （イ）専門家派遣（工業技術・技能指導） 

中小企業の技術力の向上を図るため、退職した民間の熟練技術者等を指 

導者（テクノアドバイザー）として広く募集・登録し、中小企業からの依 

頼に応じて派遣することにより、生産現場における技術的課題の解決を支 

援した。 

         派遣企業              ２社 

      派遣回数        １６回 

  ウ 創業研修事業 

    創業セミナー 

      開催日   令和２年１１月１６日 

      場 所   ナゴヤイノベーターズガレージ 

      対 象   創業に関心のある方、創業を目指している方等 

参加者   ２９人 

内 容   創業時に必要な情報や創業の魅力等について 



 

  

  エ 新事業創出支援機関の連携促進 

    名古屋市内に拠点を置く新事業支援機関（２１支援機関）の連携を図るた 

め、名古屋市新事業創出連絡会議（あいち新事業活動促進連携会議と合同） 

を開催した。 

 

（２）小規模企業経営力強化支援事業 

小規模企業の生産性向上による経営力の強化を図るため、経営アドバイザー 

   ・ＩＴアドバイザーの訪問等による各種相談のほか、小規模企業生産性向上設 

備投資補助金の認定及び交付事務を行った。 

経営アドバイザー・ＩＴアドバイザー 

  相談企業     １６４社・者 

    相談件数     ３７８件 

小規模企業生産性向上設備投資補助金 

  認定件数      ４６件 

  交付件数      ４７件 

 

（３）ビジネスマッチング事業 

    新事業に取り組む中小企業の販路拡大や事業提携を支援するため、公益財団 

法人あいち産業振興機構等と共催でビジネスプラン発表会を開催した。 

        プラン発表企業             ２社 

        発表会参加者            １５９人 

 

（４）創業支援施設の入居企業への支援 

  ア インキュベーションマネージャーによる支援 

    名古屋ビジネスインキュベータ（ｎａｂｉ／金山）及び名古屋ビジネスイ 

ンキュベータ白金（ｎａｂｉ／白金）の入居企業への支援及び誘致を行った。 

   研修会等の開催           ２６回 

   経営相談             ９９５件 

    また、名古屋医工連携インキュベータにインキュベーションマネージャー 

を２名配置し、入居者への支援を行った。 

 

イ 創業ルームの設置及び運営 

  名古屋ビジネスインキュベータ（ｎａｂｉ／金山）及び名古屋ビジネスイ 

ンキュベータ白金（ｎａｂｉ／白金）において、小規模区画を創業希望者等 

に廉価で貸与したほか、名古屋ビジネスインキュベータ（ｎａｂｉ／金山） 

に女性創業者専用の区画を設け、女性向け経営アドバイザーによる相談支援 

を行った。 
 

 

 



 

  

ウ 創業準備ルームの開設及び運営 

  名古屋ビジネスインキュベータ白金（ｎａｂｉ／白金）において、市内で 

 の創業予定者に６か月間（※）無料でブースを提供するとともに、マネージ 

ャー（創業担当）等による研修及び相談支援を行った。 

  ※第１９期は新型コロナウイルス感染症の影響により募集開始時期を順延し 

たため５か月間 

   第１９期・第２０期利用者  ２８人 

    令和２年度創業者      １４人 

 

（５）セーフティネット保証認定申請受付等相談業務 

  ア 専門家等の派遣 

    信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で保証を行うセーフティネット 

保証について、市が実施する認定業務を支援するため、専門家等の派遣を行 

った。 

   相談件数    １３,７２７件 

   派遣延人数    １,０８７人 

   イ 土日・祝日の電話相談窓口の開設 

     新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市内中小事業者を支援する 

    ため、土日・祝日に経営に関する電話相談を行った。 

   相談件数       ６５件  

 

 （６）中小企業の新しい生活様式・働き方対応支援補助金 

    新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を実施しながら事業展開を行 

   う中小企業者等を支援するため、市内中小企業者に対し、新しい生活様式に対 

応した事業展開・働き方への対応に必要となる設備・機器等の導入に要する経 

費の一部を助成した。 

    交付件数    １６,０７２件 

 

6 普及啓発・情報提供事業 決算額 52,428 千円 
 

（１）普及啓発事業 

ア 市民向け啓発事業（なごや・サイエンス・ひろば） 

市民、とりわけ子ども達に科学技術に対する理解と関心を深めてもらうた 

め、なごやサイエンスパーク内の研究施設の一般公開、研究内容・成果の紹 

介、科学技術に関するイベント等を行う「なごや・サイエンス・ひろば」の 

開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大により中止した。 

「なごや・サイエンス・ひろば」の代替として、公社ウェブサイト内にな 

ごやサイエンスパークを紹介する専用ページを立ち上げた。 

 



 

  

イ 研究成果普及啓発事業 

なごやサイエンスパークに集積する研究機関・企業などの研究者・技術者

に向けて研究成果の発表や交流の場を提供することで、研究成果の普及を図

るとともに産学行政の連携活動を支援した。 

また、なごやサイエンスパークＣゾーン（テクノヒル名古屋）内に屋外広

告看板及び電柱看板を設置した。 

なごやサイエンスパーク連携推進会議の開催 １回 １８人 

サイエンスカフェの開催          １回 ２５人 

ウ 「ナゴヤファッションコンテスト２０２０」の開催 

ファッション業界における新しい才能の発掘と育成に寄与するため、ナゴ 

ヤファッション協会と共同で、ファッションクリエーターを志す国内外の学 

生、社会人等を対象としたファッションコンテストを開催した。 

   開催日 第１次審査会   令和２年６月３０日 

       最終公開審査会  令和２年９月１７日 

   場 所 第１次審査会   台東区民会館 

       最終公開審査会  デザインホール 

                （ナディアパーク・デザインセンタービル） 

   応募作品 ４，９０９点（うち海外からの応募作品１９２点） 

   来場者      ３９６人（最終公開審査会） 
 

 （２）情報提供事業 

    ファッション関連企業、デザイナーなどファッションを取り巻く様々な立場 

の人を対象にトレンド情報等を提供するため、ナゴヤファッション協会と共同 

で、ファッションセミナーを開催した。 

    開 催        ５回 

    参加者      ２４３人 
 

（３）異業種交流グループの活動支援 

異なった事業を行う中小企業が、相互に有する技術や市場に関する経験を活 

かし、技術交流と知識の融合化を促進する場を提供した。 

    講習会・講演会           １２回 

    優良企業の見学会・交流会      １７回 

    他都市の先端企業の見学会・交流会   １回 

    会員交流会等            １６回 
 

（４）ものづくり技術講演会・工業技術グランプリの開催 

中小企業の技術開発力の向上を図るため、「５Ｇ・ＡＩ・ＩｏＴを活用した新 

たな価値の創造」をテーマとした、ものづくり技術講演会を開催した。 

また、当地域で開発された優秀な新技術・新製品を表彰する工業技術グラン 

プリを実施した。 



 

  

   ア ものづくり技術講演会 

       開催日    令和３年２月９日 

       参加者    ９５人 

   イ 工業技術グランプリ 

受賞企業   １５企業 

※ものづくり技術講演会で受賞企業及び受賞事例を紹介 

 

（５）情報提供・交流フロアの運営 

産業技術図書館において、内外の技術図書、技術情報誌、技術資料（約４万冊） 

を無料で閲覧に供した。 

 また、技術情報交流の場として、情報交流フロアの運営を行った。 

       図書館来館者       １，７７５人 

       情報交流フロア利用者   ６，０２８人 
 

7 産業人材育成事業 決算額 40,034 千円 
 

（１）ものづくり人材技術・技能スキルアップ支援事業 

ものづくり人材の育成、熟練技能者の退職に伴う技能継承など、中小企業の 

技術開発力強化のための研修・実習等を行った。 

ア 中小企業技術者研修 

  中小製造業の若手技術者が各種技術の基礎理論や応用知識を習得するため 

 の実践的な講義・実習 

    電子回路技術研修など１０コース  

受講者      ９２社 １０９人 

イ 中小企業技能者育成講座 

  熟練技能者の指導により技能士資格に関する訓練等を行う講座 

プラスチック射出成形不良対策講座など２コース  

                受講者      １８社  ２５人 

    ※当初予定していた鉄工技能士１級２級受検対策講座は新型コロナウ 

イルス感染症の影響により中止 

 

 （２）教育訓練事業 

    中小企業のものづくり人材を育成するため、産業界が抱える共通の課題に対 

応するための現場管理者・技術者向け講習会等（ものづくり支援講座６コース）

を開催した。 

ア 産業用ロボット作業者特別教育講習会 

            開催 年５回 受講者      ６９社 １１１人 

     ※当初予定していた５月期の講習会は新型コロナウイルス感染症の影響に 

より中止 



 

  

   イ 現場管理者の生産管理技術（トヨタ生産方式）研修 

                   受講者      １１社  １９人 

   ウ 機械設計図面の見方・読み方研修 

                   受講者         １５社  ３２人 

   エ 機械設計図面の描き方研修 

                   受講者         １４社  １５人 

オ 知的財産担当者養成講座 

                   受講者    （前期） ４社   ６人 

                        （後期） ３社   ４人                           

     カ 機械系技術者のための「エレクトロニクスの知識」研修 

                   受講者          ７社   ９人 

   ※当初予定していたプラズマ技術の産業応用研修は新型コロナウイルス感染症 

の影響により中止 

    

 （３）技術経営（ＭＯＴ）研修 

    経営の視点から技術戦略を検討する人材育成のため、(公財) 科学技術交流財

団、（公財）名古屋産業科学研究所と共催でＭＯＴ研修（概要版）を実施した。 

                   受講者         ５３社  ７３人 

 

8 工業技術情報提供事業 決算額 3,215 千円 
 

（１）セミナーの実施 

     開催日   令和２年１２月９日 

     内 容  「災害対策・コロナ対策の計画作りをして事業継続力を強 

           くしませんか？」 

講師 新事業支援センター プロジェクトマネージャー 

仲保 吉正 氏 

     参加者  １０人 

 

（２）講演会の実施 

       開催日  令和３年３月５日 

     内 容  「サンプルリターン探査機はやぶさ２の軌跡」 

講師 ＪＡＸＡ宇宙科学研究所 宇宙飛翔工学研究系  

助教 佐伯 孝尚 氏 

「航空宇宙産業へ向けた人材育成活動の紹介」 

            講師 中部大学工学部 宇宙航空理工学科  

教授 苅田 丈士 氏 

       参加者  ５７人 



 

  

（３） ｢技術のひろば｣ の発行 

     発行 ２回  発行部数 各１，５００部 

 

（４） 商品展示・カタログ展示 

 ア 商品展示 

   展示場所・企業数  ナディアパーク・デザインセンタービル  ６社 

 

 イ カタログ展示 

   展示場所・企業数  名古屋市中小企業振興会館       ３４社 

             名古屋市国際展示場（ポートメッセなごや） ３４社 

             名古屋市工業研究所          ３３社 
 

（５）賛助員に対するメールマガジンの配信 

  毎月１日、１５日頃配信 

 

（６）賛助員及び報道関係者に対する講習会・講演会等の案内発送 

  毎月１０日頃発送 

 

（７）賛助員の企業情報を発信 

公社ウェブサイトで掲載を希望する賛助員企業を紹介 

※参考 賛助員数 ２５５社（令和３年３月３１日現在） 

 

9 経済交流・誘致促進事業 決算額 113,658 千円 
 

 （１）外資系企業の誘致 

外資系企業の名古屋進出を促進するため、名古屋市、愛知県、名古屋港管理 

組合、名古屋商工会議所が共同で設立した「愛知・名古屋国際ビジネス・アク 

セス・センター」に職員を派遣し、国、県、名古屋市をはじめ関係機関と連携 

した活動を行うことにより、外資系企業の誘致を行った。 

外資系企業の誘致件数 ３件 

 

 （２）見本市・展示会の開催 

関係団体と共同で、当地域におけるものづくり技術の集積を生かした産業見 

本市を開催し、地域産業の発表の場、交流の場を提供した。 

 建設技術フェア２０２０ｉｎ中部の開催 

開催日   令和２年１０月１４日～１５日 

場 所   吹上ホール 

出展者   ２１６社・団体 

来場者   １３，０６０人 



 

  

内 容   国土交通省中部地方整備局と共催で、産学官の技術情報交 

     流の場を提供し、技術開発の現状と方向性、新技術の導入等 

を紹介 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、 ｢第２３回国際福祉 

健康産業展～ウェルフェア２０２０～｣ 、 ｢第８回中部ライフガードＴＥＣ２ 

０２０～防災・減災・危機管理展～｣ 及び ｢第１０回次世代ものづくり基盤技 

術産業展-ＴＥＣＨ Ｂｉｚ ＥＸＰＯ２０２１-｣ は中止した。 

 

10 関係団体事務受託事業 決算額 3,126 千円 
 

企業や研究者を会員とする産業技術関係団体が行う研究・技術の交流事業等を 

支援するため、当該団体からの受託事務を行った。 

（１）異業種交流団体 

団体名・代表者 助 言 者 会 員 数 

テクノプラザナゴヤ８８ 

 会長 株式会社吉田ＳＫＴ 

    代表取締役会長 吉田 由孝  

山下 菊丈 

 

２９社 

 

テクノプラザナゴヤ００１ 

 会長 アサヒ繊維工業株式会社 

    代表取締役社長 浅井 耕治  

名古屋工業大学 

准教授 矢野卓真 
１７社 

テクノプラザナゴヤ９０ 

 会長 萩原電気ホールディングス株式会社 

    名誉会長 萩原 義昭  

濱田 幸弘 ２２社 

テクノプラザナゴヤ９１ 

会長 複合資材株式会社 

代表取締役社長 尾藤 正儀  

福田 博行 １１社 

 

（２）各種研究団体 

    中部生産加工技術振興会 

    中部塗装技術研究会 

    中部歯車懇話会 

    中部溶接振興会 

    名古屋テキスタイル研究会 

    日本カム工業会 

    鍍金技術研究会 

    東海無機分析化学研究会 



 

  

11 産業振興施設の管理運営 決算額  648,664 千円 
 

（１）展示施設 

施設名 利用件数 利用日数 

名古屋市中小企業振興会館 

吹上ホール 

第１ファッション展示場 

第２ファッション展示場 

 

３０件（ ８４件） 

３９件（１２６件） 

２５件（ ８８件） 

 

１２１日（２８８日） 

８２日（２８５日） 

７３日（２１１日） 

デザインホール ６６件（ ８３件） １６４日（１９１日） 

  注 （ ）内の数字は、新型コロナウイルスの影響による取消還付前の利用状況 

 
 

（２）研究開発・支援施設 

   ア 名古屋ビジネスインキュベータ、名古屋ビジネスインキュベータ白金  

      名古屋ビジネスインキュベータ（ｎａｂｉ/金山）    入居２０社 

（令和３年３月３１日現在） 

      名古屋ビジネスインキュベータ白金（ｎａｂｉ/白金）  入居３３社 

（令和３年３月３１日現在） 

イ サイエンス交流プラザ 

インキュベータ入居   ９室      （令和３年３月３１日現在） 

      インキュベーションマネージャーの配置   １名 

大会議室利用     ３５件（３６件） 

中会議室利用     ２４件（３１件） 

注 （ ）内の数字は、新型コロナウイルスの影響による取消還付前の 

利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

【収益事業等の実施】 

1 施設管理附帯事業 決算額 24,000 千円 
 

  名古屋市中小企業振興会館等の施設管理運営に附帯する備品の貸出業務や自動 

販売機の維持管理を行ったほか、催事案内を掲載したイベントカレンダーを作成 

した。 

 

施設管理附帯事業収益（主なものを掲載） 

貸出備品使用料収益 11,597 千円 

自動販売機売上等手数料収益   5,479 千円 

 

2 吹上及び吹上中央帯駐車場の管理運営 決算額 32,906 千円 
 

名古屋市中小企業振興会館に隣接する名古屋市道路附属物自動車駐車場である 

吹上及び吹上中央帯駐車場について、指定管理者として管理運営を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


